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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 4月 18日 (2006.4.18)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 に 、 仕 切 り 部 ６ ０ は 、 上 述 し た 仕 切 壁 ４ と 協 動 し て 、 回 転 軸 線 方 向 に お い て 、 ス ク ロ
ー ル ケ ー シ ン グ ３ ａ 内 を 第 １ 空 気 通 路 ５ ａ と 第 ２ 空 気 通 路 ５ ｂ と に 仕 切 る た め の も の で あ
る 。 こ の 仕 切 り 部 ６ ０ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 末 広 が り の 略 円 錐 形 状 に 形 成 さ れ 、 回 転 中
心 部 に は 電 動 モ ー タ ７ の 駆 動 軸 が は め 込 め ら れ る ボ ス 部 ６ ｃ を 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、
径 方 向 の 外 側 に は 、 第 １ フ ァ ン ６ ａ の 複 数 の 第 １ フ ァ ン ブ レ ー ド の 端 部 と 連 結 す る 第
１ 連 結 部 ６ ０ ａ と 、 第 ２ フ ァ ン ６ ｂ の 複 数 の 第 ２ フ ァ ン ブ レ ー ド ６ ｄ の 端 部 と 連 結 す る 第
２ 連 結 部 ６ ０ ｂ と が 分 岐 し て 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 第 １ 連 結 部 ６ ０ ａ は 、 複 数 の 第 １ フ
ァ ン ブ レ ー ド ６ ｃ の 端 部 を 吸 込 口 ６ １ ａ を 有 す る 円 環 状 の 連 結 部 ６ ２ ａ と で 結 合 さ せ る も
の で あ る 。 ま た 、 第 ２ 連 結 部 ６ ０ ｂ も 同 様 に 、 複 数 の 第 ２ フ ァ ン ブ レ ー ド ６ ｄ の 端 部 を 吸
込 口 ６ １ ｂ を 有 す る 円 環 状 の 連 結 部 ６ ２ ｂ と で 結 合 さ せ る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 さ ら に 、 第 ２ フ ァ ン ６ ｂ の 連 結 部 ６ ２ ｂ と ス ク ロ ー ル ケ ー シ ン グ ３ ａ の 内 面 と の 空 間 ９
ａ に お い て も 、 ス ク ロ ー ル ケ ー シ ン グ ３ ａ の 内 面 に 第 ２ フ ァ ン ６ ｂ の 連 結 部 ６ ２ ｂ の 径 方
向 の 外 側 近 傍 に 、 円 環 状 （ リ ン グ 状 ） の 第 ２ 突 設 部 （ １ ０ ｃ ） が 形 成 さ せ て 、 空 間 ９ ａ の
空 気 通 路 を さ ら に 延 長 さ せ る と と も に 、 空 間 ９ ａ へ の 空 気 通 路 入 口 で の 曲 げ に よ る 摩 擦 損
失 が 増 加 さ れ る こ と よ り 、 第 ２ 空 気 通 路 ５ 側 か ら 車 室 内 側 へ の 漏 れ 量 が 低 減 さ れ る も の
で あ る 。 な お 、 こ の 第 ２ 突 設 部 １ ０ ｃ の 突 き 出 し 高 さ は 、 連 結 部 ６ １ ｂ の フ ァ ン ブ レ ー ド
６ ｄ の 端 面 内 側 に 突 き 出 さ な い 程 度 で 設 定 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 第 ２ フ ァ ン ６ ｂ の 連 結 部 ６ ２ ｂ と ス ク ロ ー ル ケ ー シ ン グ ３ ａ の 内 面 と の 空 間 ９ ａ

０
６ ｃ

ｂ



に お い て 、 ケ ー シ ン グ ３ ａ の 内 面 に 第 ２ 突 設 部 １ ０ ｃ を 設 け る こ と に よ り 、 こ の 空 気 通 路
の 経 路 が 延 長 さ れ る と と も に 、 曲 が り 部 が 加 わ る こ と で 従 来 と 比 べ て 摩 擦 損 失 が 増 加 し て
第 ２ 空 気 通 路 （ ５ ） 側 か ら 車 室 内 側 へ の 漏 れ 量 が 低 減 さ れ る 。 と く に 、 車 室 外 空 気 （ 外
気 ） と 車 室 内 と の 圧 力 差 が 大 と な る 高 速 走 行 時 （ ラ ム 圧 が 上 昇 す る ） に お い て は 、 車 室 外
空 気 （ 外 気 ） が 車 室 内 へ の 侵 入 量 が 大 幅 に 低 減 さ れ 、 そ の 結 果 、 乗 員 へ の 快 適 性 の 向 上 が
図 れ る 。
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